
ポピーオイル（Poppy-Seed Oil：英）は油彩画の制作に
おいて、油絵具の固着力を高め、粘性や濃度の調節、艶
出しなどを行う際に用いる画溶液（溶き油）です。また、
油絵具の中に、顔料を画面に固着させる成分（主媒材）
として練り込まれています。
油彩画の画溶液は、主に揮発性油と乾性油の 2 種類の性
質があり、このポピーオイルは乾性油に分類され、成分
中の不飽和脂肪酸が酸素と酸化重合することで固まると
いう性質を持っています。内容成分は、芥子（けし）の
種子から搾油・精製したリノール酸を多く含む植物性乾
性油で、リンシードオイル（原料：亜麻の種子）に比べ、
乾燥がやや遅くなります。ただし、黄変が起きにくいた
め、白や淡色の絵具に混ぜる際には適しています。また、
乾きが早く、光沢・透明性が増し、丈夫な塗膜を形成す
る「サンブリーチド（又はサンシックンド）　ポピーオ
イル」と呼ばれる日光に長時間晒した加工油もあります。
一般的な使用方法は、油壺などの容器にポピーオイルと
適量のテレピンなどの揮発性油で希釈した溶剤を入れ、
必要に応じ筆先に溶液を含ませ、その筆先で油絵具と絡
ませて適度な粘性や濃度に調節した後、画面に描いてい
きます。溶液の分量は、描き始めは揮発性油の量を多く
乾性油を少なめにし、仕上げに向けて徐々に乾性油の割
合を増やして使います。
使用する際は、換気を良くし高温や火気のある場所は避
けましょう。
ポピーオイルは、一般的な画材店で購入できます。
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各種乾性油における乾燥速度及び黄変度の比較


